
（１） 第６１１号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０１３年（平成２５年）２月２８日

日歯医学会長に当選
住友雅人 生命歯学部長

東
京
短
大
に
専
攻
コ
ー
ス

歯
科
界
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

　
　

学
会
運
営
に
活
発
な
協
力
を
求
め
る

　

日
本
歯
科
医
学

会
は
、
二
十
一
の

専
門
分
科
会
と
十
八
の
認
定

分
科
会
を
擁
す
る
学
術
団
体

で
、
昨
年
一
月
現
在
の
会
員

数
は
約
九
万
六
千
名
。

　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四

九
）
に
日
本
歯
科
医
師
会
学

術
会
議
と
し
て
創
設
。
三
十

五
年
に
歯
科
基
礎
、
歯
科
保

存
、
補
綴
歯
科
、
口
腔
外
科
、

歯
科
材
料
器
械
、
矯
正
歯

科
、
口
腔
衛
生
の
七
専
門
分
科

会
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。
初
代

会
長
に
は
、
長
尾
優
東
京
医

歯
大
学
長
が
就
任
し
、
住
友

新
会
長
で
十
一
人
目
と
な
る
。

本
紙
縮
刷
版
50
号
に

教
授
以
来
二
人
目
で
、
お
よ

そ
二
十
六
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

住
友
生
命
歯
学
部
長
は
、

今
回
の
立
候
補
に
あ
た
り
、

次
の
八
項
目
を
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
し
て
掲
げ
た
。

　

①
法
人
化
を
実
現
し
か
つ

安
定
的
な
学
会
の
運
営
を
目

指
す
た
め
に
提
案
す
る
。

　

②
学
会
は
活
発
か
つ
効
果

的
な
情
報
交
換
の
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
の
か
。

　

③
学
会
の
進
展
の
た
め
に

は
情
報
の
共
有
化
と
公
開
が

必
要
で
あ
る
。

　

④
日
本
歯
科
医
学
会
会
長

は
会
員
の
信
頼
の
上
に
立
ち
、

社
会
に
向
け
て
活
動
す
る
。

　

⑤
歯
学
教
育
が
行
政
の
言

い
な
り
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

⑥
保
険
医
療
に
お
け
る
日

本
歯
科
医
学
会
の
存
在
意
義

は
大
き
い
。

◀
協
定
書
を
手
に
す
る
高
橋

事
務
局
長
と
石
川
区
長（
左
）

住
友
雅
人
（
す
み
と
も
・
ま
さ
ひ
と
）

１
９
４
４
年（
昭
和
19
年
）11
月
11
日　

徳
島
県
生

帰
宅
困
難
者
受
入
れ

　

東
京
・
千
代
田
区
と
協
定

　

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

支
援
の
た
め
、
千
代
田
区
で

は
、
平
成
十
六
年
に
明
治
大

学
と
協
定
を
締
結
し
た
。
そ

の
後
、
区
内
の
法
政
大
学
、

日
本
大
学
な
ど
と
協
定
を
結

び
、
今
回
の
本
学
で
九
校
目

　

一
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
日
本
歯
科
医
学
会
第

八
十
九
回
評
議
員
会
で
、
本

学
の
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部

長
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。 　

任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選

挙
に
、
江
藤
一
洋
現
会
長
と
住

友
生
命
歯
学
部
長
が
立
候
補

し
、
有
効
投
票
数
六
十
票
の
う

ち
、
三
十
一
票
を
獲
得
し
て
初

当
選
し
た
。
任
期
は
、
本
年
七

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
の
二
年
間
。

　

本
学
出
身
者
の
歯
科
医
学

会
長
就
任
は
、
故
真
泉
平
治

【
沿
革
】

　

昭
和
四
十
九
年
に
臨
学
一

体
、
学
会
財
政
基
盤
の
確
立

等
を
中
心
と
す
る
機
構
整
備

の
た
め
、
規
則
の
大
改
正
を
行

い
、
日
本
歯
科
医
師
会
員
＝
日

本
歯
科
医
学
会
員
と
な
っ
た
。

　

機
関
誌
と
し
て
『
日
本
歯

科
医
学
会
誌
』
を
約
十
万

部
、
英
文
誌"The Japanese 
Dental Science Review

"

約
二
千
部
を
刊
行
す
る
。

　

学
術
大
会
で
あ
る
日
本
歯

科
医
学
会
総
会
は
、
原
則
四

年
に
一
回
開
催
し
、
昨
秋
大

阪
で
第
二
十
二
回
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

⑦
歯
科
界
か
ら
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
輩
出
し
よ
う
。

　

⑧
日
本
歯
科
医
学
会
総
会

に
つ
い
て
大
幅
な
見
直
し
を

し
よ
う
。

室
助
手

75
年
４
月　

同
講
師

78
年
４
月　

同
助
教
授

95 

年（
平
成
７
）10
月　

日
本

歯
科
大
学
歯
学
部
附
属
病

院
副
院
長

96 

年
５
月　

共
同
利
用
研
究

所
教
授（
歯
科
麻
酔
学
併

任
）

01 

年（
平
成
13
）１
月　

歯
学

部
総
合
診
療
科
教
授

01 

年
４
月　

歯
学
部
附
属
病

院
長

07 

年
４
月　

附
属
病
院
歯
科

麻
酔
・
全
身
管
理
科
教
授

08 

年（
平
成
20
）４
月　

生
命

歯
学
部
歯
科
麻
酔
学
講
座

教
授

08 

年
４
月　

日
本
歯
科
大
学

生
命
歯
学
部
長

　

日
本
歯
科
医
師
会
会
員
の

ほ
と
ん
ど
は
臨
床
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
。
多
く
の

先
生
方
は
皆
保
険
制
度
の

下
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る

が
、
二
年
ご
と
の
診
療
報
酬

改
定
は
大
い
に
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
病
院
歯
科
の
範

疇
に
あ
る
大
学
病
院
も
、
無

関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
話
で
あ

る
。し
か
し
こ
れ
ま
で
、
大
学

人
は
診
療
報
酬
の
仕
組
み
に
も

改
定
の
評
価
に
も
、
一
部
の
人

し
か
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。

　

昨
今
、
国
立
大
学
は
法
人

化
に
よ
っ
て
歯
科
の
診
療
報

酬
の
動
向
に
注
目
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
立
歯
科
大
学
は

授
業
料
収
入
の
減
少
に

よ
っ
て
人
件
費
を
含
め

た
経
費
削
減
が
進
行

し
て
い
る
。
診
療
に
直

接
か
か
わ
る
臨
床
系
の

要
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
す
べ
て
の
教
職
員

に
関
わ
る
話
と
な
っ
て
き
た
。

　

中
医
協
か
ら
出
さ
れ
る
医

療
経
済
実
態
調
査
報
告
書
で

は
、
大
学
病
院
の
歯
科
の
損

益
率
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
教

育
、
研
究
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の

大
学
人
は
保
険
収
載
に
気
持

ち
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
が
学
会
執
行

部
役
員
だ
っ
た
と
き
に
は
、

保
険
医
療
の
仕
組
み
に
つ
い

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
分
科
会
の
代

表
者
が
共
通
認
識
を
持
つ
努

力
を
し
た
。
そ
こ
か
ら
新
技

術
・
再
評
価
の
提
案
書
の
重

要
性
や
診
療
の
タ
イ
ム
ス
タ

デ
ィ
の
必
要
性
な
ど
の
認
識

が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

診
療
報
酬
に
関
す
る
提
案

書
は
、
二
年
ご
と
に
学
会
か

ら
中
医
協
に
提
出
さ
れ
る
。

提
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

厚
労
省
か
ら
、
中
医
協

の
公
益
委
員
、
保
険
者

側
、
財
務
省
に
対
す
る

説
明
資
料
と
な
る
。
厚

労
省
と
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
相
手
を
納
得
さ
せ

得
る
デ
ー
タ
な
く
し
て
は
臨

め
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
各
分
科
会

は
、
次
期
、
次
々
期
の
改
定

に
向
け
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
い

わ
ゆ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る

デ
ー
タ
を
用
意
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
保
険
に
収
載
さ

れ
れ
ば
、
患
者
で
あ
る
国
民

に
対
し
て
、
よ
り
良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
保
険
医
療
に
お
け
る
学

会
の
存
在
意
義
は
大
き
い
。

【
２
０
１
３
年
１
月
８
日

立
候
補
趣
意
書
に
加
え
て

（
抄
）
】

保
険
医
療
に
お
け
る

日
本
歯
科
医
学
会
の

存
在
意
義
は
大
き
い

～
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
歯
科
衛
生
士
を
養
成
～

　

東
京
短
期
大
学
（
小
口
春

久
学
長
）
で
は
、
四
月
か

ら
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
を
中

心
と
し
た
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
「
専
攻

科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
」
専
攻
コ
ー
ス
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
コ
ー
ス
で
は
講
義
と
実

習
に
加
え
、
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
充
実
し
た
臨
床
実
習

に
よ
り
、
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
の
歯
科
衛

生
士
を
養
成
す
る
。
出
願
資

格
は
歯
科
衛
生
士
免
許
を
有

す
る
者
で
、
修
業
年
限
は
一

年
間
。

○
専
攻
コ
ー
ス
の
目
的

　

近
年
、
加
齢
に
と
も
な
う

口
腔
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、
摂
食
機
能
に
障
害
が
あ

る
人
が
増
え
て
い
る
。
口
腔

機
能
の
育
成
と
維
持
・
回
復

に
は
、
従
来
の
歯
科
医
学
に

関
す
る
知
識
の
ほ
か
、
高
次

脳
機
能
や
四
肢
体
幹
機
能
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

学
、
口
腔
機
能
に
影
響
を
及

ぼ
す
疾
患
に
関
す
る
知
識
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
社
会
で
は
、

住
民
が
住
み
慣
れ
た
土
地
で

質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の

有
機
的
な
連
携
に
基
づ
く
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
課
題
で
あ
る
。
歯
科
衛

生
士
は
口
腔
機
能
の
専
門
家

と
し
て
、
熟
練
し
た
技
術
と

専
門
知
識
の
習
得
、
多
職
種

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
コ
ー
ス
は
、
摂
食
・
嚥

下
障
害
を
中
心
と
し
た
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専

門
歯
科
衛
生
士
と
な
る
た
め

に
、
水
準
の
高
い
業
務
を
実

践
で
き
る
よ
う
養
成
す
る
。

○
研
修
内
容

講
義
：
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
概
念
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
摂
食
・
嚥
下
障
害

の
原
因
と
対
応
、
栄
養
評

価
、
誤
嚥
性
肺
炎
と
口
腔
ケ

ア
、
地
域
包
括
ケ
ア

実
習
：
①
基
本
手
技
＝
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
外
部
観

察
に
よ
る
摂
食
機
能
評
価

②
嚥
下
内
視
鏡
検
査
、
嚥
下

造
影
検
査
、
超
音
波
検
査
所

見
の
理
解

③
相
互
実
習
＝
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
、
機
能
評
価
、
治

療
計
画

臨
床
研
修
：
医
療
面
接
、
診

療
見
学
・
診
療
補
助
、
指
導

医
の
も
と
で
の
摂
食
・
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
習
（
臨
床
参
加
）
：
外
来

お
よ
び
訪
問
診
療
に
同
行
、

発
達
期
・
高
齢
期
摂
食
障
害

者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。

学
歴
・
職
歴

69 

年（
昭
和
44
）３
月　

日
本

歯
科
大
学
歯
学
部
卒
業

73 

年（
昭
和
48
）３
月　

日
本

歯
科
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科（
歯
科
理
工
学
専
攻
）

修
了

73 

年（
昭
和
48
）６
月　

日
本

歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
教

室
第
一
講
座
助
手

74 

年
４
月　

歯
科
麻
酔
学
教

と
な
る
。
協
定
名
は
「
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
協
定

体
制
に
関
す
る
基
本
協
定
」

で
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
や
帰
宅
困
難
者
の
一
時

的
な
滞
在
場
所
の
提
供
な
ど

を
行
う
。

　

災
害
時
に
は
生
命
歯
学
部

で
約
百
名
の
帰
宅
困
難
者
を

受
け
入
れ
、
軽
食
や
寝
具
な

ど
を
提
供
す
る
。
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
具
体
案
を
協

議
す
る
。
千
代
田
区
で
は
今

回
、
本
学
を
含
め
十
三
団

体
と
協
定
し
、
あ
わ
せ
て

二
十
九
団
体
四
十
一
施
設
と

な
り
、
最
大
一
万
四
千
五
百

人
の
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

一
月
二
十
五
日
午
後
、
千

代
田
区
役
所
で
行
わ
れ
た
調

印
式
に
は
、
高
橋
慎
一
事
務

局
長
が
出
席
し
、
石
川
雅
己

千
代
田
区
長
と
協
定
締
結
書

を
交
換
し
た
。

日
本
歯
科
医
学
会

会 

告

　

本
会
で
は
こ
の
ほ
ど
「
平

成
24
年
日
本
歯
科
大
学
新
聞

縮
刷
版
」
を
刊
行
し
た
。
こ

の
縮
刷
版
は
毎
年
発
行
し
、

今
回
で
五
十
号
と
な
る
が
、

本
学
の
動
向
と
歴
史
的
発
展

を
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
冊
送
料
込
み

五
百
円
で
、
申
込
み
は
新
潟

生
命
歯
学
部
内
・
新
聞
会
へ
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０１３年（平成２５年）２月２８日 第６１１号 （２）

◇生命歯学部（東京）オープンキャンパス

5/19㈰,6/23㈰,7/25㈭,8/22㈭,8/24㈯,9/29㈰
11/3㈰,11/4㈪  6/23は校友会員対象
午前の部：10時開始，午後の部：14時開始

7/25，9/29，11/4は午前のみ　※11/3,4は学園祭併催

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス

5/11㈯,6/9㈰,7/20㈯,7/28㈰,8/24㈯,9/15㈰,11/9㈯
11時20分開始，16時終了　　※6/9は学園祭と併催

◇東京短期大学オープンキャンパス

7/26㈮,7/29㈪,8/2㈮,8/5㈪,8/30㈮,12/4㈫

◇新潟短期大学オープンキャンパス

6/8㈯,7/25㈭,8/25㈰,10/12㈯,2014年3/16㈰
13時開始，16時終了　　※6/8は学園祭と併催

点灯　東京・体育館前 イ ル ミ
ネーション

両
学
部
の
合
格
者
発
表

東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

平
成
二
十
五
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
一
月
中
旬
の
セ

ン
タ
ー
試
験
と
二
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施
行
し
、

両
学
部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
年
も
同
一
試
験
日
に
生
命
歯
学

部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
と
な
る
「
全
学
部

入
試
」
を
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学

の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
入
学

試
験
は
例
年
ど
お
り
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
入
学
試
験
の
二
本
立

て
で
行
わ
れ
た
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
セ
ン
タ
ー
試
験
は
一
月

十
九
・
二
十
日
の
両
日
、
全

国
の
試
験
会
場
で
一
斉
に
施

行
さ
れ
、
本
学
の
両
学
部
も

試
験
会
場
と
な
っ
た
。

　

本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

監督者の指示に従い，一斉に試験問題に取り組む受験生たち（２月１日・東京）

新
潟
・
図
書
館
に

　

本
年
三
月
二
十
二
日

は
、
創
立
者
中
原
市
五

郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
て

七
十
二
年
と
な
る
。
こ

の
ほ
ど
新
潟
生
命
歯
学

部
図
書
館
に
、
先
生
の

手
沢
（
し
ゅ
た
く
＝
書

き
入
れ
）
本
が
収
蔵
さ

◎平成25年度　歯学会総会・大会◎

●歯学会大会・総会　平成25年（2013）６月８日㈯
 大　会　長　又賀　　泉（新潟生命歯学部口腔外科学講座教授）

 準備委員長　廣安　一彦（新潟病院口腔外科准教授）

●会　　　場　新潟生命歯学部講堂

テーマ『インプラント治療を再考する』
●歯学会総会　新潟生命歯学部アイヴイホール

10：40～11：40　特別講演
「�ヨーロッパにおけるビスフォスネート製剤による骨
壊死の現状」

European current status of the treatment for BRONJ
(bisphosphonates related osteonecrosis of the jaw)

 飯塚　建行（ベルン大学医学部頭蓋顎顔面外科学教授）

11:45～12:25　昼食
12:30～13:30　歯学会総会
13:40～14:20　平成24年度歯学会学術奨励賞受賞講演

14:20～16:40　シンポジウム
「インプラント治療を再考する」

 インプラントと再生医療（仮題）

   中原　　貴（生命歯学部発生・再生医科学講座教授）

 インプラント治療のための臨床解剖（仮題）

   影山　幾男（新潟生命歯学部解剖学第１講座教授）

 インプラント埋入手術の現状（仮題）

   高森　　等（附属病院口腔インプラントセンター教授）

 インプラント上部構造の現状（仮題）

   上田　一彦（新潟病院口腔インプラントセンター講師）

創
立
者
の
書
き
入
れ
本

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
と
な
る
「
全
学

部
入
試
」
を
一
般
選
抜
入
試

と
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
で
実

施
し
た
。

　

一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
、
英

語
・
数
学
・
理
科
、
三
科
目

の
学
力
試
験
と
面
接
試
験
を

二
月
一
日
に
実
施
し
、
四
日

に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
二
月
五
日
に
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
お
い
て

面
接
試
験
を
実
施
し
、
七
日

に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　

一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
と
も
両
学
部
の
合
格
者

は
、
そ
の
受
験
者
番
号
を
生

命
歯
学
部
本
館
一
階
の
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示
発
表

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

四
十
年
前
の
新
潟
歯
学
部

開
設
当
時
、
中
原
實
名
誉

学
長
か
ら
旧
蔵
の
書
籍
や
雑

誌
類
が
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
以
前
は
書
庫
に
あ
っ
た

が
、
最
近
に
な
り
戦
前
の
歯

科
医
書
と
と
も
に
、
閲
覧
室

の
本
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

中
原
市
五
郎
先
生
自
筆
の

書
き
入
れ
が
見
つ
か
っ
た
の

は
、
山
田
平
太
著
『
日
本
歯

科
社
会
史
』
と
『
日
本
歯
科

医
学
史
』。
い
ず
れ
も
歯
苑

社
（
現
・
医
歯
薬
出
版
）
か

ら
「
日
本
歯
科
文
化
史
」
叢

書
と
し
て
、
昭
和
八
～
九
年

に
刊
行
さ
れ
た
。
現
在
の
歯

科
歴
史
書
の
多
く
は
同
書
の

記
述
を
基
と
し
て
い
る
。
し

か
し
先
生
は
、
歯
科
医
育
機

関
や
歯
科
医
政
の
章
に
、
本

学
設
立
の
経
緯
な
ど
を
赤
イ

ン
ク
で
詳
細
に
補
足
し
た
。

　

特
に
大
正
八
年
の
歯
科
医

師
に
よ
る
死
亡
診
断
書
作
成

問
題
に
つ
い
て
の
項
で
は
、

「
日
本
歯
科
医
学
専
門
学

校
々
長
中
原
市
五
郎
は
、
代

議
士
・
弁
護
士
清
水
市
太
郎

を
代
理
人
と
し
て
、
死
亡
診

断
書
に
関
す
る
伺
書
を
東
京

府
知
事
を
経
て
内
務
大
臣
に

提
出
し
」
と
記
し
て
、
歯
科

医
師
の
業
権
確
立
に
尽
力
し

た
姿
を
う
か
が
わ
せ
る
。

1969年に竣工したＪＲ飯田橋駅前の体育館

ガラス張り・斬新な設計は岡田新一氏による

し
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。

　

追
っ
て
、
一
般
選
抜
後
期

試
験
（
学
力
・
面
接
）
は
三

月
三
日
に
、
セ
ン
タ
ー
利
用

後
期
試
験
（
面
接
）
は
三
月

十
九
日
に
、
い
ず
れ
も
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
お
い
て

「
全
学
部
入
試
」
を
も
っ
て

実
施
し
た
。

　

東
京
短
期
大
学
で
は
、
歯

科
技
工
学
科
と
歯
科
衛
生
学

科
の
一
般
Ａ
入
学
試
験
（
学

力
・
面
接
）
を
一
月
二
十
七
日

に
実
施
し
、
一
般
Ｂ
入
学
試

験
（
学
力
・
面
接
）
を
三
月
九

日
に
実
施
し
た
。

　

新
潟
短
期
大
学
で
は
、
歯

科
衛
生
学
科
の
一
般
選
抜
試

験
（
学
力
・
面
接
）
を
一
月

二
十
六
日
に
実
施
し
た
。


